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中
国
研
究
集
刊 

果
号
（
総
六
十
三
号
）
平
成
二
十
九
年
六
月　

一
七
︱
三
三
頁

小
序

古
代
の
書
籍
は
、
刊
刻
、
翻
刻
、
抄
録
な
ど
の
過
程
で
錯
簡
、

訛
誤
、
衍
文
、
脱
漏
が
生
じ
る
の
を
避
け
が
た
い
。
宋
代
に
印
刷

術
が
生
ま
れ
た
の
に
伴
い
、
大
量
に
書
籍
が
印
刷
さ
れ
た
結
果
、

書
籍
は
一
般
人
の
家
に
ま
で
入
っ
て
き
た
。
漢
代
の
劉
向
の
本
校

法
、
対
校
法
の
後
、
校
勘
も
ま
た
書
籍
の
発
展
に
つ
れ
て
興
隆
し

て
ゆ
き
、「
校
書
は
落
葉
を
掃
く
が
如
し
」
と
い
う
歎
き
が
生
ま

れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
一
般
的
に
言
っ
て
、
刊
刻
さ
れ
る
書
籍
の

錯
誤
は
比
較
的
少
な
く
、
抄
本
に
は
問
題
が
比
較
的
多
い
。
し
か

し
あ
る
種
の
書
籍
は
、
た
だ
抄
本
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
世

の
な
か
に
伝
え
ら
れ
る
。「
そ
れ
以
外
に
は
無
い
も
の
だ
か
ら
、

研
究
者
は
た
だ
忍
耐
し
て
弁
別
使
用
す
る
ほ
か
は
な
く
、
そ
の
た

め
錯
訛
に
よ
っ
て
誤
導
さ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
生
じ
た
」（
注
2
）
。

『
宋
会
要
輯
稿
』
は
そ
の
典
型
的
な
例
で
あ
る
。

宋
代
十
四
朝
の
間
に
十
二
部
の
『
会
要
』
が
編
纂
さ
れ
て
伝
え

ら
れ
て
き
た
が
、
た
だ
、
嘉
泰
末
、
開
禧
初
に
四
川
崇
慶
の
人･

張
従
祖
が
編
ん
だ
『
総
類
国
朝
会
要
』、
お
よ
び
端
平
年
間
に
四

川
井
研
の
人･

李
心
伝
が
編
ん
だ
『
続
総
類
国
朝
会
要
』
が
と
も

に
蜀
で
刻
せ
ら
れ
て
伝
存
し
て
い
た
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
が
す
な

わ
ち
明
初
に
、
韻
に
従
っ
て
分
抄
さ
れ
た
『
永
楽
大
典
』
所
收
の

『
宋
会
要
』
の
底
本
で
あ
る
。
清
の
嘉
慶
年
間
に
な
っ
て
、『
全
唐

文
』
を
編
纂
し
た
機
会
を
利
用
し
て
徐
松
が
『
永
楽
大
典
』
か
ら

巴
蜀
文
化
の
一
柱
の
豊
碑
　
宋
代
文
化
の
一
棟
の
宝
庫

―『
宋
会
要
輯
稿
』
再
考

―
（
注
1
）

尹
　
　
波

（
白
井
　
順 

訳
）

〔
特
集
〕

（ 17 ）



抄
出
し
整
理
し
た
。
ま
た
、
光
緒
年
間
、
張
之
洞
が
繆
荃
孫
や
屠

寄
等
の
招
請
を
受
け
て
部
分
的
に
校
勘
し
、
広
雅
書
局
の
稿
本
を

作
っ
た
。
民
国
年
間
に
は
、
劉
承
幹
が
ま
た
劉
富
曽
ら
に
刪
改
を

依
頼
し
、
あ
わ
せ
て
『
玉
海
』『
通
考
』『
宋
史
』
な
ど
を
使
っ
て

一
部
の
内
容
を
補
充
し
、
か
つ
徐
松
の
抄
本
の
一
部
を
削
除
し
て

嘉
業
堂
清
抄
本
を
作
成
し
た
。
前
世
紀
の
三
十
年
代
、
北
平
図
書

館
が
劉
富
曽
等
に
よ
っ
て
削
除
さ
れ
た
徐
松
の
原
稿
を
使
い
、
傅

增
湘
、
陳
垣
等
ら
に
依
頼
し
て
整
理
し
、『
宋
会
要
輯
稿
』
と
名

付
け
た
。
こ
れ
は
線
装
二
百
冊
で
あ
る
。
五
十
年
代
に
、
中
華
書

局
が
こ
れ
を
合
併
縮
印
し
て
八
冊
と
し
た
が
、
こ
れ
が
今
日
の
通

行
本
で
あ
る
。

「
現
存
す
る
宋
代
に
関
わ
る
歴
史
資
料
か
ら
見
れ
ば
、『
宋
会

要
』
は
疑
い
も
な
く
、
も
っ
と
も
古
く
、
も
っ
と
も
全
体
的
で
、

最
も
豊
富
か
つ
詳
実
な
一
部
」（
陳
智
超
の
語
）
な
の
で
、
徐
松

の
抄
本
『
宋
会
要
輯
稿
』
は
宋
代
三
大
史
書
の
一
つ
と
し
て
（
残

り
二
種
は
『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
と
『
宋
史
』）、
宋
代
の
百
科
全

書
と
称
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
歴
代
伝
抄
さ
れ
、
輾
轉
流
伝

の
な
か
で
、
多
く
の
人
の
手
が
加
え
ら
れ
、
自
分
一
個
の
見
解
で

断
じ
ら
れ
た
の
で
、
す
で
に
本
来
の
面
目
は
失
わ
れ
て
い
る
。
前

世
紀
の
八
十
年
代
、
陳
智
超
先
生
が
国
家
図
書
館
所
蔵
の
劉
富
曽

に
よ
っ
て
「
複
文
」（
重
複
）
と
し
て
刪
去
さ
れ
た
徐
松
の
原
稿

の
一
部
に
拠
っ
て
整
理
し
、『
宋
会
要
輯
稿
補
編
』（
以
下
『
補

編
』
と
略
称
、
全
国
図
書
館
文
献
縮
微
複
製
中
心
か
ら
出
版
さ
れ

た
）
を
編
纂
さ
れ
た
。
お
よ
そ
古
籍
校
勘
中
に
生
じ
る
錯
簡
、
訛

誤
、
衍
文
、
脱
漏
と
い
っ
た
各
種
の
タ
イ
プ
は
（
注
3
）
『
宋
会
要
輯

稿
』
に
は
全
て
具
わ
っ
て
い
る
。
筆
者
は
そ
こ
か
ら
帰
納
し
て
文

章
を
再
構
成
し
、
ま
た
本
校
、
他
校
、
理
校
の
各
種
方
式
を
運
用

し
て
、
原
書
の
体
例
に
従
っ
て
修
正
を
加
え
た
。
そ
の
中
の
訛
誤

は
刻
本
や
抄
本
に
は
み
な
あ
る
こ
と
な
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
専
例

は
作
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
文
献
校
勘
の
道
筋
の
探
究
を
通
し
て
、

今
日
の
文
献
校
勘
の
た
め
に
い
さ
さ
か
の
参
考
に
な
れ
ば
と
願
っ

て
い
る
。

一
、
他
書
の
言
句
の
誤
收

そ
も
そ
も
他
書
の
言
句
が
該
書
に
竄
入
さ
れ
る
と
、
必
ず
後
人

の
研
究
や
使
用
に
影
響
が
出
る
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
『
宋
会

要
輯
稿
』
楽
六
の
六
に
、
方
丘
楽
歌
十
一
首
四
百
四
十
余
字
が
収

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
以
下
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

迎
神
『
鎮
寧
之
曲
』、
林
鐘
宮
再
奏
、
太
簇
角
再
奏
、
姑
洗

徵
再
奏
、
南
宮
羽
再
奏
、
詞
同
：
至
哉
坤
儀
、
万
彙
資
生
。

称
物
平
施
、
流
謙
変
盈
。
礼
修
泰
折
、
祭
極
精
誠
。
皇
皇
霊

睠
、
永
奠
寰
瀛
。

按
ず
る
に
、
こ
れ
は
『
金
史
』
巻
三
九
「
楽
志
」
上
の
文
で
あ

（ 18 ）



り
、〔
明
〕
王
圻
の
『
続
文
献
通
考
』
巻
一
五
六
に
収
録
さ
れ
、

〔
清
〕
郭
元
釪
『
全
金
詩
』
巻
首
下
に
も
九
首
が
収
録
さ
れ
て
い

る
（
詞
欠
二
首
未
收
）。
こ
れ
は
『
永
楽
大
典
』
が
誤
收
し
、
徐

松
が
そ
の
誤
り
を
継
承
し
た
と
見
な
す
べ
き
で
あ
る
（
注
4
）
。

二
、
脱
漏

脱
漏
に
は
多
様
な
タ
イ
プ
が
あ
り
、
脱
漏
の
補
正
方
法
は
『
宋

会
要
輯
稿
』
で
い
う
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
一
、
原
書
の
空
格

の
欠
文
に
原
書
の
他
の
箇
所
か
ら
移
し
て
補
填
。
二
、
原
書
の
脱

漏
を
他
書
に
よ
っ
て
補
填
。
三
、
原
書
の
脱
漏
を
他
書
に
よ
っ
て

二
條
に
並
列
し
て
補
填
。
四
、
原
書
の
脱
漏
を
他
書
が
引
く
原
書

の
底
本
で
補
填
。
五
、
原
書
の
脱
漏
を
原
書
の
他
の
箇
所
に
よ
っ

て
補
填
。
六
、
原
書
の
脱
漏
は
原
書
の
他
の
箇
所
で
証
明
で
き

る
。
七
、
原
書
が
脱
漏
し
て
他
の
箇
所
に
混
入
し
て
い
る
場
合
、

原
書
や
他
書
で
補
填
し
た
り
削
除
し
た
り
で
き
る
。
八
、
原
書
の

脱
漏
は
原
書
と
後
人
の
『
補
編
』
で
補
填
し
う
る
。
九
、
原
書
の

脱
漏
は
後
人
の
『
補
編
』
で
補
填
し
う
る
、
等
々
で
あ
る
。
ま

た
、
抄
録
時
に
字
句
は
同
じ
だ
け
れ
ど
、
錯
行
や
錯
頁
も
あ
る
。

以
下
、
典
型
的
な
例
を
挙
げ
て
說
明
し
よ
う
。
誤
謬
は
（　

）、

補
正
、
訂
正
は
す
べ
て
〔　

〕、
移
動
は
【　

】
の
符
号
で
示
す
。

文
中
に
缺
字
が
あ
れ
ば
、
小
字
で
「
下
缺
」
と
い
う
注
で
明
示
す

る
。
注
釈
的
な
説
明
以
外
は
、
一
般
的
に
た
だ
訂
正
後
の
文
字
中

で
校
勘
す
る
。

一
、
原
書
の
空
格
の
欠
文
に
原
書
の
他
の
箇
所
か
ら
移
し
て
補
填

①
楽
八
の
八
、
首
行
に
無
頭
無
尾
の
「
腆
、
朱
燎
焜
槱
薪
。
積

歓
欣
、
皇
暦
万
斯
春
」
の
十
四
字
が
あ
り
、
そ
の
意
味
不
明
。

②
楽
八
の
一
九
、
嘉
祐
七
年
の
明
堂
導
引
「
十
二
時
」
文
末
に

「
皓
気
下
天
津
。
弊
誠
玉
」
と
あ
っ
て
、
そ
の
下
に
十
四
字
の
空

欠
が
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
明
ら
か
に
欠
文
が
あ
る
。

按
ず
る
に
、
欠
文
は
ま
さ
し
く
無
頭
無
尾
の
十
四
字
で
あ
る
。

そ
れ
で
、
①
の
文
を
以
下
の
よ
う
に
②
の
句
末
に
移
入
す
る
と
、

こ
れ
で
完
璧
に
な
る
。

清
風
動
閶
闔
、
皓
気
下
天
津
。（
弊
）〔
幣
〕
誠
玉
【
腆
、
朱

燎
焜
槱
薪
。
積
歓
欣
、
皇
暦
万
斯
春
。】（
注
5
）

二
、
原
書
の
脱
漏
を
他
書
に
よ
っ
て
補
填

（
一
）
礼
二
〇
の
七
、「
大
観
三
年
三
月
二
十
三
日
尚
書
省

言
」
の
あ
と
に
、
さ
ら
に
こ
う
あ
る
。

大
観
三
年
三
月
二
十
三
日
、
詔
神
祠
封
王
・
侯
・
真
人
・
真

君
、
婦
人
封
妃
・
夫
人
者
並
給
告
・
賜
額
・
降
勅
。
欲
乞
自

今
後
毎
遇
神
祠
封
王
〔
王
〕・
侯
・
真
人
・
真
君
、
婦
人
之

神
封
妃
・
夫
人
者
、
並
乞
命
詞
給
告
。
其
道
釈
封
大
師
、
塔

（ 19 ）



額
、
神
祠
賜
廟
額
及
封
将
軍
、
並
乞
依
旧
降
勅
。
従
之
。

按
ず
る
に
、
文
首
に
「
詔
」
と
あ
り
、
文
中
に
も
ま
た
、
臣
僚

が
「
欲
乞
自
」
と
云
い
、
末
尾
に
も
「
従
之
」
と
あ
る
。
こ
こ
に

は
明
ら
か
に
誤
謬
が
あ
る
。
さ
ら
に
『
会
要
』
の
体
例
に
従
え

ば
、
も
し
時
間
が
同
じ
な
ら
、
す
べ
て
同
じ
日
の
起
首
を
用
い
て

重
複
を
避
け
る
。
い
ま
『
文
献
通
考
』
巻
九
〇
を
見
て
み
る
と
ま

さ
し
く
こ
の
記
録
が
あ
り
、
そ
れ
は
紹
興
十
一
年
に
陳
桷
が
追
述

し
た
大
観
三
年
三
月
二
十
三
日
の
詔
中
の
言
葉
な
の
で
、
そ
れ
を

補
う
と
文
意
が
以
下
の
よ
う
に
連
続
す
る
（
ま
さ
し
く
脱
文
が

あ
っ
た
の
で
『
永
楽
大
典
』
は
「
大
観
三
年
」
に
則
っ
て
こ
の
条

を
こ
こ
に
挿
入
し
、
前
後
年
代
の
混
乱
を
招
い
た
）。

〔
高
宗
紹
興
十
一
年
、
太
常
卿
陳
桷
等
言
：「
自
来
神
祠
加
賜

廟
額
及
封
王
・
公
・
侯
爵
等
、
給
降
勅
告
自
有
定
式
。
昨
自

渡
江
後
来
、
神
祠
加
封
合
給
告
者
止
命
詞
給
勅
、
竊
恐
未
称

褒
崇
之
意
。〕
大
観
三
年
三
月
二
十
三
日
、
詔
神
祠
封
王
・

侯
・
真
人
・
真
君
、
婦
人
封
妃
・
夫
人
者
並
給
告
・
賜
額
・

降
勅
。
欲
乞
自
今
後
毎
遇
神
祠
封
王
・〔
公
〕・
侯
・
真
人
・

真
君
、
婦
人
之
神
封
妃
・
夫
人
者
、
並
乞
命
詞
給
告
。
其
道

釈
封
大
師
、
塔
額
、
神
祠
賜
廟
額
及
封
将
軍
、
並
乞
依
旧
降

勅
。」
従
之
（
注
6
）
。

（
二
）
礼
二
五
の
五
二
第
五
行
に
、
大
中
祥
符
九
年
五
月
一

日
の
御
劄
が
あ
り
、
そ
こ
に
こ
う
あ
る
。

挙
冠
絶
未
行
之
事
、
報
高
明
洪
覆
之
恩
。
謹
以
来
年
正
月
十

一
日
有
事
於
南
郊
、
行
恭
謝
之
礼
。

按
ず
る
に
、
こ
の
劄
は
意
味
が
通
じ
る
よ
う
に
見
え
る
も
の

の
、
実
際
に
は
脱
落
が
あ
る
。『
宋
大
詔
令
集
』
巻
一
一
八
に
拠

れ
ば
、
大
中
祥
符
九
年
五
月
甲
辰
の
「
来
年
正
月
一
日
上
玉
皇
聖

号
有
事
南
郊
恭
謝
之
礼
詔
」
が
あ
り
、「
五
月
甲
辰
」
は
ち
ょ
う

ど
五
月
一
日
に
当
た
る
。
そ
こ
に
は
「
謹
以
来
年
」
の
あ
と
に
六

十
余
字
が
あ
り
、『
輯
稿
』
は
「
正
月
」
の
二
文
字
が
同
じ
と
こ

ろ
か
ら
脱
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
い
ま
補
填
す
れ
ば
以
下
の
よ
う
に

な
る
。挙

冠
絶
未
行
之
事
、
報
高
明
洪
覆
之
恩
。
謹
以
来
年
〔
正
月

一
日
詣
玉
清
昭
応
宮
、
与
天
下
臣
庶
恭
上
玉
皇
大
天
帝
聖
号

宝
冊
。
重
念
獲
契
隆
平
、
荐
臻
豊
楙
、
慶
歓
楽
之
普
洽
、
膺

眷
祐
以
殊
深
。
爰
稽
禋
祀
之
儀
、仰
答
顧
懐
之
貺
。
又
謹
以
〕

正
月
十
一
日
有
事
於
南
郊
、
行
恭
謝
之
礼
。
云
（々
注
7
）
。

三
、
原
書
の
脱
漏
を
他
書
に
よ
っ
て
二
條
に
並
列
し
て
補
填

（
一
）
礼
五
三
の
一
、
第
二
七
行
、
真
宗
大
中
祥
符
五
年
十

二
月
二
十
四
日
、
徳
妃
劉
氏
を
冊
し
て
皇
后
と
為
す
制
に
以
下

の
よ
う
に
云
う
。

徳
妃
劉
氏
毓
萃
高
門
、
鐘
英
甲
族
…
…
事
遵
彤
管
、
兆
協
玉

（ 20 ）



衣
。
邦
教
聿
隆
、
嬪
則
攸
著
。
允
頼
盈
成
之
業
、
敢
忘
勵
翼

之
勤
。
…
…
贈
中
書
令
郭
崇
韜
孫
女
（
注
8
）
…
…
可
立
為
皇
后
。

按
ず
る
に
、
こ
れ
は
本
来
、
真
宗
が
劉
皇
后
を
冊
す
る
制
で
あ

る
が
、
文
中
に
「
仁
宗
立
郭
皇
后
」
の
語
が
あ
る
の
で
誤
っ
た
に

違
い
な
い
。『
宋
大
詔
令
集
』
巻
一
八
に
拠
れ
ば
、
ま
さ
し
く
そ

こ
に
、
大
中
祥
符
五
年
十
二
月
丁
亥
、「
立
徳
妃
劉
氏
為
皇
后
制
」

な
る
一
文
が
あ
り
（
注
9
）
、
こ
の
一
篇
を
隔
て
て
、
さ
ら
に
仁
宗
天

聖
二
年
十
一
月
乙
丑
の
「
立
郭
皇
后
制
」
と
い
う
一
文
が
あ
る
の

で
、
こ
の
二
つ
の
制
を
『
輯
稿
』
は
誤
っ
て
一
つ
に
し
た
の
で
あ

る
。
条
を
分
け
て
補
填
す
れ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

事
遵
彤
管
、
兆
協
玉
衣
。
邦
教
聿
隆
、
嬪
則
攸
著
。〔
長
秋

虚
位
、
宰
輔
上
言
、
援
拠
古
今
、
契
予
褒
択
。
於
戲
！
『
詩
』

有
『
思
斉
』
之
詠
、『
易
』
垂
厚
載
之
文
、
福
祉
攸
滋
、
邦

家
所
頼
。
肅
膺
典
冊
、
其
懋
戒
哉
！
可
立
為
皇
后
、
択
日
備

礼
冊
命
。〕

〔
仁
宗
天
聖
二
年
十
一
月
二
十
一
日
、
制
曰
（
注
10
）
：「
古
之
有

国
家
者
、
体
乾
坤
之
象
、
明
教
化
之
源
、
必
正
人
倫
、
以
斉

天
下
。
姜
・
任
之
佐
周
道
、
陰
・
馬
之
隆
漢
風
、
皆
有
茂

規
、
垂
于
方
冊
。
朕
猥
以
涼
徳
、
紹
膺
丕
祚
。〕
允
頼
盈
成

之
業
、
敢
忘
勵
翼
之
勤
。」（
注
11
）

（
二
）
食
貨
三
〇
の
二
三
に
、
以
下
の
記
載
が
あ
る
。

二
十
一
日
、
詔
、『
同
提
挙
茶
場
陸
師
閔
、
昨
付
以
推
広
禁

地
。
其
戸
部
議
法
不
当
、
長
貳
、
郎
官
、
戸
部
及
都
省
吏
以

差
罰
銅
。

按
ず
る
に
、「
昨
付
以
推
広
禁
地
。
其
戸
部
議
法
不
当
、
長
貳
、

郎
官
、
戸
部
及
都
省
吏
以
差
罰
銅
」
は
、
明
ら
か
に
連
続
し
て
お

ら
ず
、
意
味
の
不
明
を
招
い
て
い
て
、
引
用
符
号
を
附
す
こ
と
が

で
き
な
い
。『
長
編
』
巻
三
四
〇
、
三
四
一
を
調
べ
る
と
、
こ
れ

は
本
来
二
條
で
あ
っ
て
、「
推
広
禁
地
」
は
後
半
部
分
が
脱
落
し
、

「
其
戸
部
議
法
不
当
」
は
前
半
部
分
が
脱
落
し
て
い
る
こ
と
が
判

明
す
る
。
第
一
條
は
『
長
編
』
に
よ
っ
て
補
足
で
き
る
。
第
二
條

は
『
長
編
』
の
記
載
に
従
え
ば
、
大
意
は
以
下
で
あ
る
。「
元
豊

六
年
十
一
月
二
十
四
日
乙
丑
、
陸
師
閔
上
言
称
、
比
者
賈
種
民
重

立
茶
場
法
、
其
法
『
深
害
茶
法
、
不
可
施
行
。
詔
茶
場
司
並
用
旧

條
。
其
戸
部
議
法
不
当
、
尚
書
李
承
之
』
等
各
罰
銅
若
干
斤
、
戸

部
及
都
省
吏
各
罰
銅
有
差
。」『
長
編
』
の
記
載
は
、
明
ら
か
に

『
輯
稿
』
の
こ
こ
の
残
欠
文
と
同
じ
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
こ

で
、『
長
編
』
巻
三
四
〇
に
拠
っ
て
第
一
條
を
補
足
し
、
第
二
條

は
『
長
編
』
巻
三
四
一
の
記
述
が
『
会
要
』
の
文
を
使
っ
て
い
な

い
の
で
依
拠
し
て
補
足
で
き
な
い
。
い
ま
は
た
だ
そ
の
月
日
を
掲

げ
て
お
け
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

二
十
一
日
、
詔
：「
同
提
挙
茶
場
陸
師
閔
、
昨
付
以
推
広
禁

地
、〔
施
行
蜀
茶
。
今
拠
面
陳
、
稍
見
次
序
、
可
召
問
大
概

及
所
請
職
事
、
速
議
施
行
。」
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〔
十
一
月
二
十
四
日
〕（
下
缺
）
其
戸
部
議
法
不
当
、
長
貳
・

郎
官
・
戸
部
及
都
省
吏
以
差
罰
銅
（
注
12
）
。

四
、
原
書
の
脱
漏
を
他
書
が
引
く
原
書
の
底
本
で
補
填

職
官
一
八
の
五
四
、
第
二
三
行
、
紹
興
二
十
九
年
十
一
月
の

条
に
以
下
の
記
載
が
あ
る
。

二
十
六
日
、
詔
進
呈
『
祐
陵
迎
奉
録
』、
依
太
常
寺
、
閤
門

擬
定
儀
注
。
前
二
日
奏
告
景
霊
宮
神
御
前
、
並
于
侍
従
内
差

官
一
。
其
日
、
迎
奉
『
永
祐
陵
迎
奉
録
』
腰
舁
于
国
前
用
文

武
百
官
並
服
常
服
吉
帯
、
俟
天
章
閣
于
閣
下
排
辦
香
火
畢
、

提
挙
承
受
官
往
来
照
管
。

按
ず
る
に
、『
輯
稿
』
は
「
腰
舁
于
国
」
の
あ
と
に
一
格
を
空

け
、
そ
の
あ
と
、「
前
用
文
武
百
官
並
服
常
服
吉
帯
」
に
続
い
て

い
る
の
は
、
原
抄
者
が
そ
の
脱
漏
が
あ
る
の
を
知
っ
て
い
て
、
空

格
に
よ
っ
て
そ
の
こ
と
に
注
意
を
喚
起
し
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
い
ま
『
南
宋
館
閣
録
』
巻
四
に
拠
れ
ば
、
ま
さ
し
く
こ
の
段

落
は
「
史
院
安
設
」
か
ら
「
其
日
安
奉
時
」
に
至
る
合
計
四
百
余

字
の
脱
漏
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
注
に
「
見
『
中
興
会
要
』
並

国
史
院
聖
旨
簿
」
と
あ
っ
て
、
こ
の
文
と
出
処
が
同
じ
な
の
で
、

そ
れ
に
依
拠
し
て
補
う
こ
と
が
で
き
る
。

二
十
六
日
、
詔
進
呈
『
永
祐
陵
迎
奉
録
』（
注
13
）
、
依
太
常
寺
・

閤
門
擬
定
儀
注
。
前
二
日
奏
告
景
霊
宮
神
御
前
、
並
于
侍
従

内
差
官
一
員
（
注
14
）
。
其
日
、
迎
奉
『
永
祐
陵
迎
奉
録
』
腰
舁

於
国
〔
史
院
安
設
。
俟
援
衛
並
輦
官
排
立
定
、
本
院
排
辦
香

火
畢
、
質
明
、
禦
史
台
・
閤
門
・
太
常
寺
分
引
国
史
院
官
、

並
常
服
黒
帯
、
詣
香
案
前
立
定
。
…
…
其
後
従
官
至
合
下
馬

処
、
免
歩
従
安
奉
。
其
日
安
奉
時
〕
前
用
文
武
百
官
並
服
常

服
吉
帯
、
俟
天
章
閣
于
閣
下
排
辦
香
火
畢
、
提
挙
承
受
官
往

来
照
管
。
云
（々
注
15
）

五
、
原
書
の
脱
漏
を
原
書
の
他
の
箇
所
に
よ
っ
て
補
填

礼
三
七
の
二
六
、
嘉
定
十
七
年
閏
八
月
三
日
の
条
に
以
下
の

記
載
が
あ
る
。

同
日
、
礼
部
・
太
常
寺
言
、
検
会
国
朝
山
陵
故
事
。
二
十
九

日
、
按
行
使
副
楊
燁
、
鄭
俁
言
。

按
ず
る
に
、
極
め
て
明
白
な
こ
と
で
あ
る
が
、「
検
会
国
朝
山

陵
故
事
」
は
そ
の
次
の
「
二
十
九
日
」
と
意
味
が
続
か
な
い
。
脱

落
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
さ
し
く
、『
輯
稿
』
礼
三
〇
の
八
〇

に
「
閏
八
月
三
日
」
か
ら
「
十
月
二
十
一
日
」
に
至
る
詳
細
な
記

述
が
あ
り
、「
二
十
九
日
」
は
別
の
一
條
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

そ
れ
に
依
拠
し
て
こ
の
条
に
補
入
す
れ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

同
日
、
礼
部
・
太
常
寺
言
：「
検
会
国
朝
山
陵
故
事
、〔
群
臣

叙
班
殿
庭
、
輔
臣
宣
制
発
哀
畢
、
移
班
謁
見
帝
於
殿
之
東
楹

称
賀
、
復
奉
慰
尽
哀
而
退
。
今
欲
依
上
件
典
故
施
行
。」
従
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之
（
注
16
）
。〕

　
　
〔
十
月
〕
二
十
九
日
。

六
、
原
書
の
脱
漏
を
原
書
の
他
の
箇
所
で
証
明

礼
三
七
の
六
七
「
欽
聖
憲
肅
皇
后
陵
」
に
以
下
が
あ
る
。

二
十
二
日
（
注
17
）
、
詔
何
執
中
入
国
日
、
令
徐
績
兼
権
兵
部
侍

郎
、
充
山
園
陵
鹵
簿
使
。
三
月
十
八
日
、
太
史
局
言
：
園
陵

斥
土
宜
用
二
月
十
九
日
。

按
ず
る
に
、「
三
月
十
八
日
」
に
「
二
月
十
九
日
」
に
行
な
わ

れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
述
べ
る
の
は
明
ら
か
に
誤
り
で
あ
る
。

『
輯
稿
』
礼
三
三
の
三
六
か
ら
四
二
に
、「
三
月
十
八
日
」
以
下
の

諸
條
は
欽
慈
皇
后
陵
の
事
を
述
べ
る
。
思
う
に
原
書
は
こ
の
下
に

「
欽
聖
憲
肅
皇
后
陵
」
の
後
半
と
「
欽
慈
皇
后
陵
」
の
前
半
を
脱

去
し
た
の
で
あ
ろ
う
。『
永
楽
大
典
』
が
す
で
に
誤
っ
て
二
つ
を

合
わ
せ
て
一
つ
と
し
て
い
る
。
い
ま
「
欽
慈
皇
后
陵
」
の
一
題
を

添
入
し
て
区
分
を
示
す
。
そ
の
欠
文
は
も
は
や
復
元
で
き
な
い
と

は
い
え
、
た
だ
そ
の
内
容
は
『
輯
稿
』
礼
三
三
「
欽
聖
憲
肅
皇
后

陵
」、「
欽
慈
皇
后
陵
」
に
具
わ
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
は
欠
で

あ
っ
て
欠
で
は
な
い
と
云
い
う
る
。

　
　
　
　
　
　

欽
慈
皇
后
陵

建
中
靖
国
元
年
正
月
十
八
日
（
注
18
）
、
太
史
局
言
：「
園
陵
斥

土
宜
用
二
月
十
九
日
、
発
引
用
四
月
十
七
日
、
大
葬
用
五
月

六
日
。」
従
之
（
注
19
）
。

七�

、
原
書
が
脱
漏
し
て
他
の
箇
所
に
混
入
さ
れ
て
い
る
場
合
、
原

書
や
他
書
で
補
填
や
削
除
が
で
き
る

儀
制
七
の
二
三
第
一
〇
行
に
以
下
が
あ
る
。

皇
祐
元
年
：
六
月
二
十
四
日
、
御
史
陳
升
之
言
：「
近
有
臣

僚
繳
奏
交
親
簡
尺
、
朝
廷
推
究
、
事
近
深
文
；
或
不
繳
奏
、

又
近
請
嘱
、
因
事
顕
露
、
悉
皆
科
罪
、
遂
令
聖
世
成
告
訐
之

俗
。
師
・
三
公
・
僕
射
・
尚
書
丞
郎
・
大
夫
・
中
丞
・
知
雑

御
史
並
避
、
権
知
・
判
官
不
避
、
遇
両
省
給
舍
以
上
斂
馬
。」

按
ず
る
に
、
陳
升
之
の
言
に
は
頭
が
あ
っ
て
尾
が
な
い
。「
成

告
訐
之
俗
。
師
、
三
公
」
も
明
ら
か
に
意
味
が
通
ら
な
い
し
、
引

用
符
号
も
附
け
ら
れ
な
い
。『
長
編
』
巻
一
六
六
に
拠
れ
ば
、
こ

の
上
奏
は
陳
旭
〔
即
ち
陳
升
之
―
筆
者
注
〕
と
李
兌
た
ち
が
一
緒

に
上
奏
し
、
ま
た
「
成
告
訐
之
俗
」
の
あ
と
に
『
輯
稿
』
の
脱
文

が
あ
り
、
ま
さ
に
こ
れ
に
拠
っ
て
補
填
し
て
完
璧
と
な
り
う
る
。

ま
た
、「〔
三
〕
師
、
三
公
」
以
下
「
八
月
六
日
」
の
條
に
至
る
五

百
餘
字
は
、
実
際
に
は
本
書
儀
制
五
の
九
の
「
羣
官
儀
制
」
の
文

で
あ
り
、
大
中
祥
符
間
の
太
常
博
士
以
下
朝
官
の
儀
制
は
、
本
門

の
「
章
奏
」
と
は
符
合
し
な
い
。
お
そ
ら
く
『
会
要
』
の
原
文
は

こ
こ
に
一
頁
脱
去
し
て
、
他
処
の
文
字
を
竄
入
さ
せ
て
い
る
の
で

あ
る
。
正
し
く
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
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六
月
二
十
四
日
、
禦
史
陳
升
之
等
言
（
注
20
）
：「
近
有
臣
僚
繳

奏
交
親
簡
尺
、
朝
廷
推
究
、
事
近
深
文
；
或
不
繳
奏
、
又
近

請
嘱
、
因
事
顕
露
、
悉
皆
科
罪
、
遂
令
聖
世
成
告
訐
之
俗
。

〔
自
今
非
情
涉
不
順
、
毋
得
繳
簡
尺
以
聞
。
其
於
官
司
請
求

非
法
、
自
論
如
律
。」
従
之
（
注
21
）
。〕

八
、
原
書
の
脱
漏
は
原
書
と
後
人
の
『
補
編
』
で
補
填
し
う
る

（
一
）
儀
制
一
〇
の
一
、
第
七
行
に
以
下
が
あ
る
。

真
宗
咸
平
元
年
十
二
月
、
詔
敕
一
聴
逐
司
存
留
。

按
ず
る
に
、
こ
れ
は
完
全
な
句
で
は
な
い
。
し
か
し
、『
輯
稿
』

職
官
一
一
の
五
八
、『
補
編
』
一
六
〇
頁
に
そ
の
全
文
が
あ
る
の

で
、
そ
れ
で
補
填
で
き
る
。

真
宗
咸
平
元
年
十
二
月
、
詔
：〔「
京
百
司
今
後
如
額
内
欠
人

処
、
吏
部
毎
歳
一
次
、
於
十
月
内
暁
示
諸
司
、
于
見
祗
応
私

名
入
仕
三
年
以
上
、
依
次
牒
送
比
試
補
填
、
敘
理
資
考
。
若

抽
在
別
処
祗
応
、
与
計
労
考
者
、
不
更
充
在
司
額
。
留
司
祗

応
者
、
亦
於
見
定
額
内
抽
那
、
不
得
別
補
。
所
有
帰
司
不
帰

司
諸
色
事
故
、
並
准
『
長
（
安
）〔
定
〕
格
』。
諸
司
内
或
従

来
有
添
展
欠
額
詔
〕
敕
、
一
聴
逐
司
存
留
（
注
22
）
。」

（
二
）
上
引
の
す
ぐ
あ
と
、
す
な
わ
ち
儀
制
一
〇
の
一
、
第

八
行
に
以
下
が
あ
る
。

使
、
衙
前
職
員
、
請
用
中
綾
紙
、
中
錦
褾
、
牙
軸
、
青
帯
。

従
之
。

こ
の
十
九
字
も
残
欠
文
で
あ
る
が
、『
輯
稿
』
職
官
一
一
の
六

三
、『
補
編
』
五
四
七
頁
の
分
條
に
よ
っ
て
補
足
し
う
る
。

〔
景
徳
二
年
九
月
、
官
誥
院
言
：「
奉
詔
復
位
諸
蕃
告
身
紙
。

其
蕃
官
軍
主
・
副
軍
主
・
首
領
・
化
外
刺
史
・
子
承
父
任
知

州
授
銀
青
・
階
者
、
請
用
大
綾
紙
・
法
錦
褾
・
大
牙
軸
・
色

帯
。
化
外
幕
職
州
県
官
・
上
佐
・
指
揮
使
至
副
兵
馬
〕
使
・

衙
前
職
員
、
請
用
中
綾
紙
・
中
錦
褾
・
牙
軸
・
青
帯
。」
従

之
（
注
23
）
。

九
、
原
書
の
脱
漏
は
後
人
の
『
補
編
』
で
補
填
し
う
る

食
貨
五
の
一
二
に
、
哲
宗
元
祐
元
年
八
月
五
日
の
御
史
中
丞

劉
摯
の
言
を
記
載
し
、
五
の
一
三
、
第
一
五
行
に
こ
う
云
う
。

未
聞
復
用
青
苗
放
債
取
利
、
与
民
争
錐
刀
之
末
、
以
富
国
強

兵
者
也
。
皇
帝
陛
下
富
於
春
秋
、
未
嘗
接
見
多
士
。

按
ず
る
に
、
こ
の
箇
所
は
誤
謬
が
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
実

は
脱
誤
が
あ
る
。
天
頭
に
批
し
て
云
う
、『
原
校
：「
者
也
」
下

「
皇
帝
」
上
、
脱
「
芸
祖
太
宗
」
至
「
以
為
」
一
百
十
字
。』
そ
し

て
、『
補
編
』
二
〇
六
頁
か
ら
二
〇
七
頁
に
、
ま
さ
し
く
こ
の
段

の
脱
文
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
補
填
で
き
る
（
注
24
）
。

（ 24 ）



三
、
錯
簡

錯
簡
に
は
偶
然
の
も
の
と
人
為
的
な
も
の
と
の
二
種
が
あ
る
。

大
部
分
は
前
者
に
よ
る
錯
簡
で
あ
る
が
、
正
し
い
場
所
が
分
か
ら

ず
、
し
ば
ら
く
一
処
に
置
か
れ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
人
為

的
錯
簡
は
、
文
意
や
時
間
な
ど
を
切
り
離
し
て
別
の
場
所
に
置
い

た
も
の
で
あ
る
。『
輯
稿
』
か
ら
見
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
八
つ

の
タ
イ
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
、
原
書
の
錯
簡
を
他
書

に
よ
っ
て
修
正
で
き
る
も
の
。
二
、
原
書
の
他
の
箇
所
に
よ
っ
て

修
正
で
き
る
も
の
。
三
、
他
書
に
よ
っ
て
証
明
で
き
る
も
の
。

四
、
文
意
や
史
実
に
拠
っ
て
修
正
で
き
る
も
の
。
五
、
残
欠
句
の

修
正
。
六
、
互
い
の
修
正
。
七
、
原
書
の
版
式
や
頁
数
、
お
よ
び

後
人
の
『
補
編
』
に
拠
る
修
正
。
八
、
原
書
が
内
容
と
門
類
と
が

符
合
し
な
い
の
で
錯
簡
に
な
っ
た
も
の
は
、
関
連
す
る
関
門
（
門

類
）
に
移
入
す
る
。
以
下
、
例
を
挙
げ
て
説
明
す
る
。

一
、
原
書
の
錯
簡
を
他
書
に
よ
っ
て
修
正
で
き
る
も
の

①
輿
服
四
の
一
八
、
終
わ
り
か
ら
七
行
目
、
真
宗
咸
平
五
年

二
月
の
条
に
云
う
。

礼
院
言
：
検
討
如
後
。
伏
緣
旒
冕
之
制
度
・
繡
画
之
等
差
、

歴
代
以
来
、
屡
有
沿
革
…
…
今
覩
冕
板
上
下
之
色
皆
用
玄

青
、
亦
無
邃
延
、
一
失
也
。

②
輿
服
四
の
二
四
に
云
う
。

高
宗
紹
興
十
六
年
四
月
四
日
、
上
謂
輔
臣
曰
：
比
降
下
祭

服
、
更
令
礼
官
考
古
、
便
可
依
式
製
造
、
庶
将
来
奉
祀
不

欠
。
今
検
詳
郊
祀
録
、
皇
帝
祀
天
地
神
祇
、
則
服
大
裘
冕
。

按
ず
る
に
、
①
の
句
末
に
「
一
失
也
」
と
あ
る
以
上
、
そ
の
次

に
な
お
二
失
、
三
失
が
あ
る
べ
き
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
れ

が
見
当
た
ら
な
い
か
ら
、
欠
文
が
あ
る
に
違
い
な
い
。
②
に
は

「
上
謂
」
や
「
奉
祀
不
欠
」
と
あ
る
の
に
、
後
文
で
さ
ら
に
ま
た

「
今
検
詳
郊
祀
録
、
皇
帝
祀
天
地
神
祇
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
明
ら

か
に
「
上
謂
」
の
語
で
は
な
い
の
で
、
引
用
符
号
を
附
し
よ
う
が

な
い
。『
太
常
因
革
礼
』
巻
二
四
に
、
ま
さ
し
く
六
失
の
論
が
見

え
、
そ
の
う
え
、「
失
也
」
の
た
び
毎
に
す
べ
て
「
今
検
詳
」、

「
又
検
詳
」
と
い
う
語
に
よ
っ
て
議
論
が
始
め
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
輿
服
五
の
一
に
も
こ
の
奏
節
文
が
見
え
る
か
ら
、
②
の
「
今

検
詳
郊
祀
録
」
以
下
の
二
千
四
百
余
字
は
、
以
下
の
よ
う
に
①
の

「
一
失
也
」
の
後
に
続
け
て
こ
そ
、
完
全
と
な
る
。

今
覩
冕
板
上
下
之
色
皆
用
玄
青
、
亦
無
邃
延
、
一
失
也
。

【
今
検
詳
『
郊
祀
録
』、
皇
帝
祀
天
地
神
祇
、
則
服
大
裘
冕
。

…
…
今
覩
旒
玉
純
用
一
色
、
其
数
不
与
昔
同
、
是
二
失
也
。

今
検
詳
…
…
詔
付
有
司
、
依
坦
並
礼
院
検
討
名
件
制
度
改

正
、
務
合
先
王
礼
意
。】（
注
25
）
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二
、
原
書
の
他
の
箇
所
に
よ
っ
て
修
正
で
き
る
も
の

輿
服
一
の
二
一
に
云
う
。

①
高
宗
紹
興
十
二
年
七
月
十
八
日
、
太
常
寺
言
：
…
…
先

是
、
臣
僚
言
：「
国
朝
考
定
制
度
、
郊
処
三
百
一
十
八
人
。」

事
下
太
常
寺
、
至
是
詳
定
上
焉
。

②
〔
十
三
年
〕
二
月
十
八
日
、
兵
部
侍
郎
程
瑀
等
言
…
…
詔

依
、
合
用
文
繡
、
並
以
纈
充
代
。
廟
大
礼
、
具
陳
鹵
簿
、
則

有
三
駕
諸
仗
之
盛
。

按
ず
る
に
、
極
め
て
は
っ
き
り
し
て
い
る
こ
と
に
、
①
の
「
郊

処
」
は
意
味
が
通
じ
な
い
し
、
②
の
「
以
纈
充
代
。
廟
大
礼
」
も

ま
た
同
様
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
輿
服
一
の
二
〇
に
、
ま
さ
に
こ
の

條
の
二
百
五
十
余
字
の
複
文
が
存
在
す
る
の
で
、
そ
れ
に
依
拠
し

て
②
の
「
廟
大
礼
」
以
下
を
①
の
「
郊
」
の
後
に
移
入
し
て
は
じ

め
て
完
全
と
な
る
。

先
是
、
臣
僚
言
：「
国
朝
考
定
制
度
、
郊
【
廟
大
礼
、
具
陳

鹵
簿
、
則
有
三
駕
諸
仗
之
盛
…
…
并
有
御
輦
院
、
左
右
金
吾

仗
等
】
処
三
百
一
十
八
人
。」
事
下
太
常
寺
、
至
是
詳
定
上

焉
。（
注
26
）

三
、
他
書
に
よ
っ
て
証
明
で
き
る
も
の

礼
五
二
の
一
一
、
下
か
ら
四
行
目
に
こ
う
あ
る
。

①
宣
和
四
年
四
月
十
八
日
、
五
年
三
月
十
三
日
・
十
九
日
、

凡
五
臨
幸
。

②
四
年
三
月
二
日
、
幸
秘
書
省
、
御
道
山
堂
幄
次
。
俟
班

斉
、
御
右
文
殿
、
群
臣
起
居
畢
、
移
幸
秘
閣
、
宣
群
臣
観
書

及
古
器
。

按
ず
る
に
、
①
の
「
四
月
十
八
日
」
の
條
は
そ
の
前
に
脱
文
が

あ
る
は
ず
で
、
そ
れ
ゆ
え
に
ど
こ
に
臨
幸
さ
れ
た
か
分
か
ら
な

い
。
ま
た
、
①
と
②
の
月
次
が
顛
倒
し
て
い
る
。『
宋
史
』
巻
二
二

「
徽
宗
紀
」
四
に
、
宣
和
四
年
「
夏
四
月
丙
午
、
詔
置
補
完
校
正

文
籍
局
、
録
三
館
書
、
置
宣
和
殿
及
太
清
楼
、
秘
閣
。」
と
云
う
四

月
丙
午
は
ま
さ
に
こ
の
條
の
四
月
十
八
日
に
当
た
る
か
ら
、
当
日

徽
宗
は
秘
書
省
に
臨
幸
し
て
こ
の
詔
を
下
し
た
の
で
あ
る
。
故
に

①
の
「
四
年
」
以
下
は
②
の
後
に
続
け
る
べ
き
で
あ
る
（
注
27
）
。

四
、
文
意
や
史
実
に
拠
っ
て
修
正
で
き
る
も
の

①
崇
儒
三
の
一
四
、
下
か
ら
二
行
目
に
以
下
が
あ
る
。

三
年
閏
四
月
九
日
敕
：「
建
学
之
初
、
務
欲
広
得
儒
医
。」
竊

見
諸
州
有
在
学
内
、
外
舍
生
…
…
詔
並
依
貢
法
、
其
前
降
指

揮
更
不
施
行
。

②
崇
儒
三
の
一
五
、
下
か
ら
六
行
目
に
以
下
が
あ
る
。

十
月
十
七
日
、
礼
部
奏
：「
検
会
政
和
三
年
七
月
四
日
勑
、

知
洪
州
充
江
南
西
路
兵
馬
鈐
轄
呉
居
厚
奏
、
検
会
。」

按
ず
る
に
、
①
の
文
中
、
既
に
「
敕
」
と
あ
る
の
に
、
ま
た
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「
詔
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
て
矛
盾
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
、
文
中

に
「
竊
見
」
云
云
と
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
臣
下
の
上
奏

で
あ
り
、
そ
こ
に
三
年
閏
四
月
敕
が
引
か
れ
、
そ
の
あ
と
に
そ
の

請
う
と
こ
ろ
が
陳
述
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
段
落
の
文
章
の
前

に
必
ず
欠
文
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
②
で
は
「
検
会
」
で
終
わ
っ

て
い
る
か
ら
、
そ
の
下
に
欠
文
が
あ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ

の
二
條
は
、
一
つ
は
そ
の
尾
を
脱
し
、
一
つ
は
そ
の
頭
を
脱
し
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
二
條
は
本
来
一
條
で
あ
り
、
そ
れ

を
合
わ
せ
れ
ば
文
意
が
連
続
す
る
だ
け
で
な
く
、
文
章
と
し
て
も

完
全
な
も
の
に
な
る
。
思
う
に
『
大
典
』
が
依
拠
し
た
『
宋
会

要
』
の
原
書
は
、「
三
年
閏
四
月
」
が
ち
ょ
う
ど
一
行
の
冒
頭
に

位
置
し
て
い
た
の
に
『
大
典
』
の
編
者
は
そ
れ
に
気
づ
か
ず
、
別

の
一
條
と
見
な
し
た
の
で
、
切
り
離
し
て
時
系
列
に
従
っ
て
前
に

移
し
た
の
で
あ
る
。
い
ま
①
の
文
章
の
全
て
を
②
の
「
検
会
」
の

後
に
移
動
さ
せ
る
と
、
ほ
ぼ
完
備
す
る
は
ず
で
あ
る
。

十
月
十
七
日
、
礼
部
奏
：「
検
会
政
和
三
年
七
月
四
日
勑
、

知
洪
州
充
江
南
西
路
兵
馬
鈐
轄
呉
居
厚
奏
、
検
会
【
三
年
閏

四
月
九
日
敕
（
注
28
）
：『
建
学
之
初
、
務
欲
広
得
儒
医
。』
竊
見

諸
州
有
在
学
内
・
外
舍
生
、
素
通
医
術
。
令
諸
州
教
授
・

知
・
通
保
明
、
申
提
挙
学
〔
事
〕
司
、
具
姓
名
聞
奏
、
下
本

処
、
尽
依
貢
士
法
（
律
）〔
津
〕
遣
赴
本
学
、
就
私
試
三
場
。

如
中
選
、
元
外
舍
生
即
補
内
舍
、
内
舍
理
為
中
等
校
定
。
其

学
生
執
公
拠
入
学
日
、
即
関
公
厨
破
本
等
食
」。】
詔
並
依
貢

法
、
其
前
降
指
揮
更
不
施
行
。】（
注
29
）

五
、
残
欠
句
の
修
正

①
職
官
一
の
一
に
こ
う
あ
る
。

六
年
十
一
月
十
三
日
、
太
尉
・
河
東
節
度
使
・
開
府
儀
同
三

司
・
太
原
尹
・
判
河
南
府
・
潞
国
公
文
彦
博
守
太
師
・
充
河

東
永
興
軍
節
度
致
仕
。
于
是
彦
博
免
守
太
師
及
両
鎮
節
度
。

②
職
官
六
の
六
四
に
こ
う
云
う
。

河
東
永
興
軍
節
度
致
仕
。『
事
略
』
云
：
元
豊
三
年
、
除
太

尉
・
判
河
南
文
彦
博
至
河
南
。
云
云
。
于
是
彦
博
免
守
太
師

及
両
鎮
節
度
。

按
ず
る
に
、『
輯
稿
』
②
の
大
字
は
切
り
離
さ
れ
、
さ
ら
に
注

の
文
と
と
も
に
独
立
し
て
一
頁
と
な
っ
て
い
た
の
を
、
整
理
者
が

眉
批
し
て
「
割
注
」
と
云
い
、
ま
た
、「
こ
の
條
は
元
来
巻
第
五

十
九
頁
の
内
（『
輯
稿
』
職
官
六
の
五
九
を
指
す
）
に
挿
ま
れ
て

い
た
」
と
云
う
眉
批
も
あ
る
。
そ
の
前
後
に
な
お
正
文
大
字
が
あ

る
こ
と
か
ら
し
て
、
ま
さ
し
く
こ
れ
は
①
の
末
句
で
あ
っ
て
、
こ

こ
か
ら
、
こ
の
注
は
『
大
典
』
の
別
の
一
巻
の
同
條
の
割
注
で

あ
っ
た
の
を
、
整
理
者
に
よ
っ
て
切
り
離
さ
れ
、
本
條
に
補
入
し

よ
う
と
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
（
広
雅
書
局
稿
本
が
す
で
に
そ
う

し
て
い
る
）。
そ
の
原
稿
は
本
来
、
本
頁
に
附
せ
ら
れ
る
べ
き
で
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あ
っ
た
の
に
、
ど
う
い
う
わ
け
で
職
官
六
の
五
九
に
挿
入
さ
れ
た

の
か
分
か
ら
な
い
。
北
平
図
書
館
が
影
印
し
た
時
に
ま
た
職
官
六

の
六
四
に
移
し
た
。
い
ま
錯
簡
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
こ
の
位
置

に
移
す
。
注
中
で
云
う
『
事
略
』
は
『
東
都
事
略
』
を
指
し
て
い

る
。

六
年
十
一
月
十
三
日
、
太
尉
・
河
東
節
度
使
・
開
府
儀
同
三

司
・
太
原
尹
・
判
河
南
府
・
潞
国
公
文
彦
博
守
太
師
・
充
河

東
永
興
軍
節
度
致
仕
。【『
事
略
』
云
：
元
豊
三
年
、
除
太

尉
・
判
河
南
文
彦
博
至
河
南
、
未
交
印
、
先
就
第
廟
坐
、
以

見
監
司
；
既
交
府
事
、
見
監
司
、
府
官
如
常
式
。
或
以
問
彦

博
、
彦
博
曰
：「
吾
未
視
府
事
、
三
公
見
庶
僚
也
；
即
交
印
、

河
南
尹
見
監
司
矣
。」
六
年
、
請
老
、
拜
太
師
致
仕
。】
于
是

彦
博
乞
免
守
太
師
及
両
鎮
節
度
（
注
30
）
。

六
、
互
い
の
修
正

①
職
官
六
七
の
三
四
に
以
下
が
あ
る
。

三
月
二
十
五
日
、
宝
文
閣
直
学
士
・
知
徐
州
胡
宗
回
落
職
知

蘄
州
。
坐
王
贍
在
熙
河
貪
功
生
事
、
欲
收
西
蕃
、
而
宗
回
乃

趣
其
入
拠
青
唐
。
甫
踰
月
、
蕃
部
背
叛
、
殺
戮
兵
民
甚
衆
。

累
詔
令
贍
帰
湟
州
、
宗
回
意
尚
依
違
、
逮
以
捕
獲
避
役
軍

人
、
不
稟
統
制
折
可
適
、
擅
決
配
故
也
。

②
職
官
六
七
之
三
六
に
以
下
が
あ
る
。

崇
寧
元
年
四
月
十
七
日
、
引
進
使
・
威
州
刺
史
・
涇
原
路
都

鈐
轄
・
知
鎮
戎
軍
・
涇
原
路
同
統
制
官
姚
古
追
引
進
使
、
落

涇
原
路
都
鈐
轄
。
朝
廷
命
姚
雄
節
制
、
贍
方
還
帰
。
其
後
渓

巴
温
毎
送
到
蕃
奏
、
宗
回
匿
不
以
聞
。
自
去
年
九
月
以
来
、

湟
州
蕃
部
多
囉
巴
等
屡
擁
衆
出
没
為
患
、
而
宗
回
不
即
上

聞
。
至
是
枢
密
院
條
数
其
罪
、
故
有
是
責
。

按
ず
る
に
、
①
の
中
で
「
知
徐
州
胡
宗
回
落
職
知
蘄
州
。
坐
王

贍
在
熙
河
貪
功
生
事
」
と
述
べ
ら
れ
、
続
け
て
「
宗
回
意
尚
依

違
、
逮
以
捕
獲
避
役
軍
人
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
同
じ
一
つ
の
事

柄
で
は
な
い
。
ま
た
、
②
に
お
い
て
前
に
姚
古
の
「
落
涇
原
路
都

鈐
轄
」
の
事
を
述
べ
る
が
、
そ
れ
に
続
け
て
「
朝
廷
命
姚
雄
節

制
、
贍
方
還
帰
。
其
後
渓
巴
温
毎
送
到
蕃
奏
、
宗
回
匿
不
以
聞
」

云
云
と
述
べ
る
の
と
意
味
が
繋
が
ら
な
い
。
い
ま
文
意
と
『
長

編
』
巻
五
一
六
以
後
の
諸
巻
に
述
べ
る
史
事
に
依
拠
す
れ
ば
、
①

②
は
互
い
に
錯
簡
に
な
っ
て
い
る
の
が
判
明
す
る
。
以
下
の
よ
う

に
互
い
に
移
動
さ
せ
る
と
、
正
し
い
文
に
な
る
。

三
月
二
十
五
日
、
宝
文
閣
直
学
士
・
知
徐
州
胡
宗
回
落
職
知

蘄
州
。
坐
王
贍
在
熙
河
貪
功
生
事
、
欲
收
西
蕃
、
而
宗
回
乃

趣
其
入
拠
青
唐
。
甫
踰
月
、
蕃
部
背
叛
、
殺
戮
兵
民
甚
衆
。

累
詔
令
贍
帰
湟
州
、
宗
回
意
尚
依
違
、
逮
【
朝
廷
命
姚
雄
節

制
、
贍
方
還
帰
。
其
後
渓
巴
温
毎
送
到
蕃
奏
、
宗
回
匿
不
以

聞
。
自
去
年
九
月
以
来
、
湟
州
蕃
部
多
囉
巴
等
屡
擁
衆
出
没
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為
患
、
而
宗
回
不
即
上
聞
。
至
是
枢
密
院
條
数
其
罪
、
故
有

是
責
。】（
注
31
）

崇
寧
元
年
四
月
十
七
日
、
引
進
使
・
威
州
刺
史
・
涇
原
路
都

鈐
轄
・
知
鎮
戎
軍
・
涇
原
路
同
統
制
官
姚
古
追
引
進
使
、
落

涇
原
路
都
鈐
轄
。【
以
捕
獲
避
役
軍
人
、
不
稟
統
制
折
可
適
、

擅
決
配
故
也
。】（
注
32
）

七�

、
原
書
の
版
式
や
頁
数
、
お
よ
び
後
人
の『
補
編
』に
拠
る
修
正

①�

食
貨
二
七
の
二
六
に
、
乾
道
六
年
二
月
十
五
日
の
臣
僚
の
言

が
記
載
さ
れ
、
同
二
七
の
二
七
の
末
行
に
「
続
詔
広
西
運
判

高
繹
・
提
挙
章
潭
條
具
合
行
事
件
取
旨
」
と
い
う
記
述
が
見

え
る
。

②�

食
貨
二
七
の
三
〇
に
「
七
年
六
月
二
十
六
日
、
左
右
司
言
：

「
二
広
塩
自
靖
康
之
後
、
始
行
官
般
官
売
、
至
紹
興
年
復
行

客
鈔
…
…
乾
道
六
年
四
月
四
日
、
始
詔
罷
折
米
、
将
塩
撥
還

本
司
、
依
旧
官
売
、
和
糴
米
令
用
塩
息
銭
措
置
收
糴
。
蓋
欲

寛
裕
民
力
、
而
或
以
謂
官
般
官
売
、
公
私
被
害
」
と
あ
る
。

按
ず
る
に
、『
輯
稿
』
中
に
記
さ
れ
て
い
る
頁
数
か
ら
見
る
と
、

①
は
「
十
九
」
と
表
示
さ
れ
、
②
は
「
民
力
、
而
或
以
謂
官
般
官

売
、
公
私
被
害
」
以
下
は
「
二
十
」
頁
と
表
示
さ
れ
、
さ
ら
に
版

式
を
見
る
と
、
①
は
第
一
七
行
第
一
〇
字
で
終
わ
り
、
②
は
第
一

七
行
第
一
一
字
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
さ
し
く
『
輯

稿
』
の
毎
頁
二
二
行
、
毎
行
二
一
字
と
符
合
す
る
。
故
に
徐
松
の

原
稿
で
は
、
②
以
下
は
元
来
上
文
と
ぴ
っ
た
り
く
っ
つ
い
て
い

て
、
そ
の
間
に
空
格
が
な
い
。
蓋
し
①
で
は
高
繹
、
章
潭
に
詔
し

て
「
條
具
合
行
事
件
取
旨
」
さ
せ
、
そ
の
後
、
高
、
章
は
「
遵
旨

條
具
申
報
」
し
て
、
左
右
司
に
命
じ
て
看
詳
せ
し
め
た
。
②
は
そ

の
左
右
司
が
看
詳
後
に
奏
上
し
た
も
の
で
、
故
に
『
会
要
』
は
こ

の
上
奏
を
上
文
と
合
わ
せ
て
一
條
と
し
た
の
で
あ
る
。
の
ち
に
整

理
者
が
『
会
要
』
の
意
味
が
分
か
ら
ず
、
こ
の
文
に
「
七
年
六

月
」
と
あ
る
の
を
見
て
別
の
一
條
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
食
貨
二

七
の
二
八
の
後
文
に
も
ま
た
「
七
年
正
月
」
云
云
と
あ
り
、
こ
れ

も
時
間
的
順
序
が
錯
乱
し
て
い
る
と
思
い
、
時
系
列
に
沿
っ
て

（
機
械
的
に
）
後
文
の
七
年
正
月
か
ら
四
月
に
至
る
合
計
四
條
を

元
の
所
か
ら
離
し
て
こ
こ
に
移
し
た
。
そ
の
あ
と
、
こ
の
文
に

「
七
年
六
月
二
十
六
日
」
以
下
の
各
条
を
続
け
た
。
表
面
的
に
は

年
月
の
順
序
が
整
然
と
し
て
い
る
が
、
実
際
に
は
年
代
の
錯
誤
を

犯
し
て
し
ま
い
、
乾
道
六
年
二
月
十
七
日
か
ら
十
一
月
十
八
日
に

至
る
計
八
條
が
乾
道
七
年
の
事
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
原

稿
本
が
錯
簡
し
て
い
な
い
の
に
、
の
ち
の
整
理
者
が
錯
簡
と
誤
認

し
て
、
誤
っ
て
動
か
せ
た
結
果
、
本
当
の
錯
簡
を
生
み
出
し
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
幸
い
な
こ
と
に
、
徐
松
の
原
稿
の
頁
表

記
は
判
明
し
て
お
り
、
ま
た
『
補
編
』
の
七
九
六
頁
か
ら
七
九
九

頁
に
至
る
複
文
は
動
か
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
い
ま
そ
れ
に
依
拠
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し
て
、
②
の
食
貨
二
七
の
三
〇
か
ら
三
七
に
至
る
約
三
千
字
を
正

し
く
移
動
さ
せ
、
徐
の
原
稿
の
順
序
を
復
元
す
る
と
以
下
の
よ
う

に
な
る
。

乾
道
六
年
二
月
十
五
日
…
…
続
詔
広
西
運
判
高
繹
・
提
挙
章　

潭
條
具
合
行
事
件
取
旨
。【
七
年
六
月
二
十
六
日
、
左
右
司

言
：「
二
広
塩
自
靖
康
之
後
、
始
行
官
般
官
売
、
至
紹
興
年

復
行
客
鈔
。
因
広
西
漕
計
不
足
、
将
本
路
苗
米
折
納
價
銭
、

毎
石
不
下
両
貫
文
足
、
却
有
苗
米
外
科
和
糴
米
、
毎
石
支
價

銭
五
百
至
六
百
足
。
乾
道
四
年
六
月
四
日
（
注
33
）
、
始
詔
罷
折

米
、
将
塩
撥
還
本
司
、
依
旧
官
売
、
和
糴
米
令
用
塩
息
銭
措

置
收
糴
。
蓋
欲
寛
裕
民
力
、
而
或
以
謂
官
般
官
売
、
公
私
被

害
。
乾
道
六
年
二
月
十
五
日
、
遂
令
広
東
西
通
行
鈔
法
、
復

下
広
西
運
判
高
繹
同
提
挙
章
潭
條
具
合
行
事
件
。（
令
）〔
今
〕

将
両
司
所
申
看
詳
下
項
…
…
」（
注
34
）

　
　

十
七
日
（
注
35
）
、
戸
部
侍
郎
、
提
領
榷
貨
務
都
茶
場
葉
衡

言
…
…
（
注
36
）

　
　

十
八
日
、
戸
部
言
：「
浙
東
提
挙
蘇
嶠
等
申
（
注
37
）
：
温

州
旱
傷
、
乾
道
五
年
分
住
売
茶
塩
、
権
免
比
較
賞
罰
。
本
部

今
指
定
、
欲
将
温
州
乾
道
六
年
住
売
茶
塩
、
以
乾
道
四
年
分

住
売
過
数
目
為
遞
年
数
、
遵
依
見
行
條
法
比
較
賞
罰
。」
従

之
。】（
注
38
）

八�

、
原
書
の
内
容
と
門
類
と
が
符
合
し
な
い
で
錯
簡
し
た
も
の
は

関
連
す
る
門
類
に
移
入
す
る

職
官
四
の
五
一
に
云
う
、

嘉
定
十
三
年
九
月
二
十
一
日
（
注
39
）
、
中
書
門
下
省
勘
会
：「
慶

元
府
近
因
遺
漏
、
已
行
下
将
被
火
人
家
於
本
府
但
干
有
管
官

銭
内
多
方
措
置
賑
卹
、
并
科
降
度
牒
官
銭
、
修
葺
両
獄
官
舍

等
処
外
、
所
有
被
火
之
家
合
納
嘉
定
十
三
年
分
夏
秋
苗
税
更

合
寛
卹
。」
…
…
仍
令
本
州
更
切
賑
恤
被
火
之
家
、
従
限
起

蓋
房
宇
、
使
居
民
早
得
安
業
（
注
40
）
。

按
ず
る
に
、
こ
の
三
條
は
火
災
と
関
わ
り
の
あ
る
文
で
あ
っ

て
、
こ
の
職
官
類
の
「
勅
令
所
」
門
に
置
く
の
は
妥
当
で
は
な

い
。
瑞
異
類
二
「
火
災
」
門
四
五
の
末
尾
、「
嘉
定
四
年
二
月
二

十
一
日
、
浙
東
提
刑
司
狀
」
の
後
に
移
す
べ
き
で
あ
る
（
注
41
）
。

四
、
衍
文

衍
文
と
は
、
原
書
に
幾
つ
か
の
文
字
が
余
計
に
加
え
ら
れ
て
意

味
が
通
じ
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
文
意
に
よ
っ
て
是
正
し
た
。
た

と
え
ば
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
刑
法
一
の
二
四
に
こ
う
云
う
。

八
月
三
日
、
詔
：「
近
降
指
揮
、
刑
部
検
詳
元
豊
頒
降
勅
令

格
式
、
條
具
開
奏
。
可
。」
十
三
日
、
委
本
部
依
元
降
指
揮

疾
速
條
具
（
注
42
）
。
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按
ず
る
に
、
こ
の
「
詔
」
は
、
文
中
に
云
う
「
可
」
と
矛
盾
す

る
。「
委
本
部
依
元
降
指
揮
疾
速
條
具
」
は
、
明
ら
か
に
詔
書
中

の
語
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
の
「
十
三
日
」
の
三
字
は
衍
文
で
あ

り
、
こ
の
三
字
は
上
の
條
に
尾
な
か
ら
し
め
、
下
の
條
に
頭
な
か

ら
し
め
て
い
る
。
文
意
を
詳
ら
か
に
検
討
す
る
と
、
こ
の
二
條
は

実
際
に
は
一
事
で
あ
り
、
こ
の
三
字
を
除
去
す
る
と
、
上
の
條
に

繋
げ
て
「
可
委
本
部
」
云
云
と
読
む
こ
と
で
、
文
意
が
ス
ム
ー
ス

に
な
る
。

八
月
三
日
、
詔
：「
近
降
指
揮
、
刑
部
検
詳
元
豊
頒
降
勅
令

格
式
、
條
具
（
開
）〔
聞
〕
奏
。
可
委
本
部
依
元
降
指
揮
疾

速
條
具
。
其
令
存
留
□
用
、
応
干
敕
令
続
降
等
條
件
、
仍
仰

刑
部
、
大
理
寺
編
類
成
書
、
申
尚
書
看
詳
、
取
旨
頒
降
。
所

有
今
年
七
月
一
日
刑
部
申
明
先
次
遵
守
指
揮
更
不
施
行
。」

注

（
1
）	

国
家
社
科
基
金
重
大
項
目
《
巴
蜀
全
書
》（10@

zh005

）、
四
川
省
重

大
文
化
工
程
《
巴
蜀
全
書
》（
川
宣
二
〇
一
二
・
一
一
〇
号
）
階
段
性
成

果
。

（
2
）	

王
瑞
来
『
光
明
日
報
』、
二
〇
一
五
年
三
月
三
日
。

（
3
）	

劉
琳
は
か
つ
て
陳
垣
『
元
典
章
校
補
』
を
も
と
に
、
沈
刻
本
の
訛
誤

の
数
量
と
比
率
の
統
計
を
行
な
っ
た
が
、
そ
の
訛
と
脱
の
数
は
訛
誤
全

体
の
七
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。
劉
琳
『
古
籍
整
理
学
』
第

四
三
頁
（
四
川
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）
を
参
照
。

（
4
）	

校
点
本
『
宋
会
要
輯
稿
』
一
冊
目
、
四
三
二
頁
参
照
。

（
5
）	

校
点
本
『
宋
会
要
輯
稿
』
一
冊
目
、
四
八
五
頁
参
照
。

（
6
）	

校
点
本
『
宋
会
要
輯
稿
』
二
冊
目
、
九
九
一
頁
参
照
。

（
7
）	

校
点
本
『
宋
会
要
輯
稿
』
三
冊
目
、
一
二
二
一
頁
参
照
。

（
8
）	

韜
：
原
脱
、『
宋
大
詔
令
集
』
巻
一
八
に
拠
っ
て
補
う
。

（
9
）	

大
中
祥
符
五
年
十
二
月
甲
子
朔
、
丁
亥
正
是
二
十
四
日
。

（
10
）	

こ
の
句
は
原
来
な
し
。『
輯
稿
』
の
前
後
の
文
例
お
よ
び
『
宋
史
』
巻

九
『
仁
宗
紀
』
に
拠
っ
て
補
う
。
二
一
日
、『
宋
史
』
巻
九
『
仁
宗
紀
』「
乙

巳
」
に
作
る
の
が
正
し
い
。
ま
た
『
輯
稿
』
の
体
例
に
拠
っ
て
数
字
の

紀
日
に
改
め
た
。『
宋
大
詔
令
集
』
巻
一
八
に
載
せ
る
仁
宗
天
聖
二
年
十

一
月
乙
丑
『
立
郭
皇
后
制
』
は
、
天
聖
二
年
十
一
月
乙
酉
朔
、
乙
丑
の

明
ら
か
な
誤
り
。

（
11
）	

校
点
本
『
宋
会
要
輯
稿
』
四
冊
目
、
一
九
三
一
～
一
九
三
二
頁
参
照
。

（
12
）	

校
点
本
『
宋
会
要
輯
稿
』
一
一
冊
目
、
六
六
六
六
頁
参
照
。

（
13
）	

永
：
原
脱
、
下
文
お
よ
び
『
南
宋
館
閣
録
』
巻
四
に
拠
っ
て
補
う
。

（
14
）	

員
：
原
脱
、『
南
宋
館
閣
録
』
巻
四
に
拠
っ
て
補
う
。

（
15
）	
校
点
本
『
宋
会
要
輯
稿
』
六
冊
目
、
三
五
〇
四
頁
参
照
。

（
16
）	
校
点
本
『
宋
会
要
輯
稿
』
三
冊
目
、
一
五
七
一
頁
参
照
。

（
17
）	

十
：
原
作
「
日
」、『
輯
稿
』
礼
三
十
三
の
二
十
六
に
拠
っ
て
改
む
。

（
18
）	

建
中
靖
国
元
年
正
月
：
原
作
「
三
月
」、『
輯
稿
』
礼
三
三
の
三
六
に

（ 31 ）



拠
っ
て
改
む
。

（
19
）	

校
点
本
『
宋
会
要
輯
稿
』
三
冊
目
、
一
五
九
六
頁
参
照
。

（
20
）	
等
：
原
無
、『
輯
稿
』
儀
制
八
の
二
九
に
拠
っ
て
補
う
。

（
21
）	
按
ず
る
に
、［　

］
中
の
文
は
『
輯
稿
』
儀
制
八
の
二
九
で
は
な
お
省

略
さ
れ
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。「
請
自
今
請
求
非
法
、自
論
如
律
。

従
之
。」、
校
点
本
『
宋
会
要
輯
稿
』
四
冊
目
、
二
四
三
四
頁
参
照
。

（
22
）	

校
点
本
『
宋
会
要
輯
稿
』
四
冊
目
、
二
四
九
七
頁
参
照
。

（
23
）	

校
点
本
『
宋
会
要
輯
稿
』
四
冊
目
、
二
四
九
七
頁
参
照
。

（
24
）	

校
点
本
『
宋
会
要
輯
稿
』
十
冊
目
、
六
〇
六
四
頁
参
照
。

（
25
）	

校
点
本
『
宋
会
要
輯
稿
』
四
冊
目
、
二
二
四
五
～
二
二
四
八
頁
参
照
。

（
26
）	

校
点
本
『
宋
会
要
輯
稿
』
四
冊
目
、
二
一
七
九
～
二
一
八
〇
頁
参
照
。

（
27
）	

校
点
本
『
宋
会
要
輯
稿
』
四
冊
目
、
一
九
二
一
頁
参
照
。

（
28
）	

按
ず
る
に
、
政
和
三
年
は
ま
さ
し
く
閏
四
月
で
あ
る
。
こ
れ
が
そ
の

証
左
に
な
る
。

（
29
）	

校
点
本
『
宋
会
要
輯
稿
』
五
冊
目
、
二
七
九
五
頁
参
照
。

（
30
）	

乞
：
原
脱
、『
長
編
』
巻
三
四
一
に
よ
っ
て
補
う
。
校
点
本
『
宋
会
要

輯
稿
』
五
冊
目
、
二
九
三
四
頁
参
照
。

（
31
）	

校
点
本
『
宋
会
要
輯
稿
』
八
冊
目
、
四
八
六
六
頁
参
照
。

（
32
）	

校
点
本
『
宋
会
要
輯
稿
』
八
冊
目
、
四
八
六
八
頁
参
照
。

（
33
）	

四
年
六
月
：
原
作
「
六
年
四
月
」。『
輯
稿
』
食
貨
二
七
の
二
四
お
よ

び
『
補
編
』
七
九
六
頁
に
拠
っ
て
改
む
。

（
34
）	

校
点
本
『
宋
会
要
輯
稿
』
一
一
冊
目
、
六
五
九
五
頁
参
照
。

（
35
）	

按
ず
る
に
、こ
れ
は
乾
道
六
年
二
月
十
七
日
。『
宋
史
』
巻
一
八
二
「
食

貨
志
」
下
四
に
葉
衡
の
こ
の
上
奏
文
を
記
載
す
る
が
、
や
は
り
乾
道
六

年
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
今
の『
輯
稿
』を
見
る
と
、乾
道
七
年
に
な
っ

て
い
る
。
こ
こ
か
ら
今
の
『
輯
稿
』
が
徐
松
の
原
稿
を
誤
っ
て
移
動
さ

せ
た
こ
と
証
明
し
う
る
。

（
36
）	

校
点
本
『
宋
会
要
輯
稿
』
一
一
冊
目
、
六
五
九
六
頁
参
照
。

（
37
）	

按
ず
る
に
、「
会
稽
続
志
」
巻
二
「
提
挙
題
名
」
に
、
蘇
嶠
が
乾
道
五

年
十
月
初
五
日
に
右
朝
奉
郎
を
も
っ
て
赴
任
し
、
乾
道
七
年
六
月
初
八

日
に
吏
部
郎
官
に
さ
れ
た
、
と
あ
る
。
し
か
し
今
の
『
輯
稿
』
を
調
べ

る
と
、
乾
道
七
年
十
一
月
十
八
日
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
い
よ

い
よ
今
の
『
輯
稿
』
が
徐
松
の
原
稿
を
誤
っ
て
移
動
さ
せ
た
こ
と
を
証

明
し
う
る
。

（
38
）	

校
点
本
『
宋
会
要
輯
稿
』
一
一
冊
目
、
六
五
九
八
頁
参
照
。

（
39
）	

嘉
定
：
原
無
、
下
文
の
文
意
に
拠
っ
て
補
う
。

（
40
）	

校
点
本
『
宋
会
要
輯
稿
』
五
冊
目
、
二
六
四
七
～
二
六
四
八
頁
参
照
。

（
41
）	

按
ず
る
に
、
原
書
『
永
楽
大
典
』
の
巻
数
は
一
一
九
四
二
と
表
示
さ

れ
て
い
る
が
、『
永
楽
大
典
目
録
』に
拠
れ
ば
、『
大
典
』の
そ
の
巻
は「
省
」

字
韻
「
三
省
」
目
に
な
っ
て
い
て
、
文
章
の
内
容
か
ら
し
て
「
火
災
」

で
あ
っ
て
「
三
省
」
と
は
関
係
が
な
い
。
ま
た
、
こ
の
三
條
は
職
官
四

の
五
一
、
五
二
「
勅
令
所
」
目
の
火
災
と
関
係
す
る
文
中
に
挿
入
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
出
典
で
あ
る
『
大
典
』
の
巻
数
も
一
一
九
四
二
と
表
示

さ
れ
て
い
る
か
ら
、
訛
誤
を
招
い
た
の
は
徐
松
の
輯
録
時
に
書
吏
が
犯
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し
た
の
で
は
な
く
、『
大
典
』
編
纂
時
に
、
本
来
巻
一
一
六
四
三
の
「
火

災
」
目
に
編
入
す
べ
き
二
つ
の
ま
と
ま
っ
た
若
干
條
を
、
誤
っ
て
巻
一

一
九
四
二
に
編
入
し
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
な
か
の
一
つ

の
ま
と
ま
り
は
後
に
整
理
者
屠
寄
等
の
人
々
に
よ
っ
て
気
づ
か
れ
て
抜

き
出
さ
れ
た
が
、『
宋
会
要
輯
稿
』
で
は
す
で
に
瑞
異
類
「
火
災
」
目
に

移
さ
れ
て
い
た
。
即
ち
「
二
月
二
十
一
日
」
の
條
が
そ
れ
で
あ
る
。
別

の
一
つ
の
ま
と
ま
り
は
ま
だ
気
づ
か
れ
て
お
ら
ず
、
依
然
と
し
て
職
官

類
「
勅
令
所
」
目
に
留
め
置
か
れ
て
い
た
の
で
、
い
ま
錯
簡
と
見
な
し

て
本
條
の
後
に
移
し
た
次
第
で
あ
る
。

（
42
）	

校
点
本
『
宋
会
要
輯
稿
』
一
四
冊
目
、
八
二
三
七
頁
参
照
。

【
訳
注
：
校
点
本
『
宋
会
要
輯
稿
』（
劉
琳
・
刁
忠
民
・
舒
大
剛
・
尹
波
等

校
点
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）
か
ら
の
引
用
の
標
点
は
全
て

校
点
本
の
ま
ま
と
す
る
。】
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